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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・尾崎　栄子様～点滴に変わり水分保持として1000ｍｌの経管補液を開始の指示あり。
栄養課と相談し、リンゴジュース+白湯を1（150ml）：1（150ml）で混ぜたものを朝昼夕3回投与していく形となる。
娘様にリンゴジュースを持ってきていただきたい事を伝え、了承されている。内服薬は簡易懸濁法で経管から投薬するようお願いします。
＜ユニット、部屋移動＞
・見付 龍矢様～東Ａユニット8号室より同ユニット13号室へ移動となる。
・神田 直樹様～東Ａユニット13号室よりＢユニット2号室へ移動となる。
・高柳 和子様～東Ａユニット14号室よりＢユニット3号室へ移動となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。食後も自室で過ごし、自床に臥床してマンガを読んで過ごす。対面時穏やか。昼食後、昨日トラブルとなった他者と交流見られるがトラブルはない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前の開放観察時、ホール内飛び跳ね、他室侵入し、他者よりクレームあり。落ち着きのなさ見られ、30分で開放観察終了としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・澁谷　兼一様～昨夜不眠で過ごし、朝食摂取後、眠気見られ自床で臥床している。
・尾崎　栄子様～バイタルサイン異常、酸素飽和度低下無し。開眼し上肢を動かす様子見られている。本日昼より経管栄養開始し、白湯100mlトラブルなく施行。
嘔吐なし。
＜新入院患者様情報⓵＞
日　　時：令和1年11月20日　10：32

氏　　名：大村　厚子様

生年月日：昭和41年9月9日　53歳

病　　名：前頭側頭葉変性症

性　　別：女性

病　　棟：東病棟Dユニット

入院形態：医療保護入院

担 当 医：深澤Dr.

＜経過＞

現在、夫と夫の父親と3人で暮らしている。意欲の低下や活動性の低下が持続しているが、デイサービスには、週4日（火、水、木、金曜日）は通っている。掃除や洗濯に関しては、家族の支援のもと何とか行えていた。目立った精神症状の変化はないものの理解力の低下や失語症状が顕著であり、日常生活の支障が大きくなりつつあった。またコミュニケーションにも大きな支障あり。夫との関係性も著しく不良である。夫は介護することを放棄し、離婚を申し出ている状況。娘様も就労しており、介護環境が維持できていない為、精査と環境調整を進めるために令和1年11月20日東病棟Dユニット20号室へ医療保護入院となる。

＜新入院患者様情報⓵＞
日　　時：令和1年11月20日　13：15

氏　　名：山中　美穂様

生年月日：昭和45年7月10日　49歳

病　　名：急性一過性精神病性障害

性　　別：女性

病　　棟：東病棟Bユニット

入院形態：医療保護入院

担 当 医：田名部Dr.

＜経過＞

当院に2回の入院歴がある(①平成28年11月2日～平成28年11月21日：医療保護、 ②平成29年6月16日～平成29年7月23日：任意)。

平成29年7月退院後あおぞらクリニックへ通院。同年10月離婚を機に九州へ転居し、モリモト病院へ通院(本人からはモリモト病院にて薬も貰っていた)していた様であるが、詳細は不明。令和元年8月頃に子供に会いに行くために三沢へ帰省。どこかの医療機関を受診しなければいけないと本人は話していた様であるが、受診や服薬をしている様子はなく、義母よりおそらく半年程は怠薬していた可能性があるのではないかとのこと。

令和元年11月12日頃より、空笑する様子や「あー、わー」等と言葉ではない声を出す様子、「インターネットで自身の写真がばらまかれている」「消防車とパトカーが衝突した」等と妄想的発言が聞かれている。放歌も聞かれており、 11/16早朝には上半身は服を着ているが下半身はパンツ姿で、外に飛び出してしまうことがあった。夜間の睡眠不安定さも目立っている。

11/15あおぞらクリニックから当院へ紹介があったが、11/16元夫と義母が突然来院し、同日の受診希望あり。当日の対応が難しく、急激な症状の悪化が認められなかったことから令和元年11月20日症状改善・ 入院加療目的にて東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。

＜終日隔離開始＞
本日入院時、歩行困難との情報で車椅子で入棟していた。入棟後、尿失禁見られ、排泄確認するが疎通取れず。オムツ使用し臥床を促していたが、いきなり部屋から出て来られ、オートドアの前から動かず、他部署スタッフが通った際に、一緒に出ようとする事あり。

介入にも同行為繰り返す為、東病棟Bユニット3号室から東病棟Aユニット8号室へ移動。移動後も落ち着かず、テンキードアの前で立っており、入り口ドア付近から離れようとせず、棟外に出るなどの不穏行為、危険があるため、令和1年11月20日16：00終日隔離開始となる
